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〔巻頭〕 伊東教授の遺業
ススルタ大医典の第 1巻が昨年の 3月に，そしてその
第 2巻が本年の 2月に出版された。これは古インド医学 
Ayurvedaの最も古い原典として CharakaSamhitaと
並んで古来有名である， Sushruta Samhitaの翻訳であ
って，本学の故伊東弥恵治教授の仕残しておかれた仕事・
を，私が継承して成就したのであった。
伊東教授は大正 12年の千葉医学専門学校の千葉医科
大学への昇格に際して集められた教授の 1人である。私
は本学 85年史の作製に当り知ったことであるが，この際 
13名の主に東大卒業の教授が集められた。その後死亡
や転任等のため 2.， 3の入換えがあったが，その大部分
は千葉医大の発展のため非常に努力された。伊東教授は
その中でも殊に著しい有力教授である。従って昇格の際
に設立された千葉医学会にも，その進展に大いに寄与さ
れた。私は 10余年の聞きで遅れて教授団に加わったも 
Qだが，大学の発展にも努力し，千葉医学会のためにも
応分の働きをした。だからこの巻頭にこの仕事につき語
ることは許されるであろう。
伊東教授は医史学の研究に熱心であった。また東洋医
学(漢方医学)にも興味を持ち，若い学生学徒を東洋医
学に開眼させる努力をされた。いま日本東洋医学会の活
動に熱心な人々に同教授の門下が多いのもそのためであ
る。伊東教授が Ayurvedaに着眼されたのも，世界の
医学史におけるその位置を探ろうとされたためであろ
う。これに関する文書はすべてサンスクリットで書か
れ，印哲学者，仏教学者の仕事であったが，それらの人
々に医学に明るい人のないのが，従来の研究に見落しの
あったゆえんである。
伊東教授は第 2次大戦以前に，東大文学部言語学教授
高楠順次郎博士より， 1907....1916に Bhishagratna一
門の学者により，サンスクリットよ P英訳された 3巻の 
Sushruta Samhitaを譲られ，最初研究の後遂に邦訳の
必要を悟り実行に移られた。夫人によれば大戦下午前 3
時に起床，暁かけて日毎筆を進められたという。かくて
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昭和 20年 5月に大体の粗訳を完了(第 2巻は別人に委
嘱)されたo これを添削精撰の上出版することが同教授
畢生の悲願であったが，昭和 26年に卒中を発し，臥床
数年遂に昭和 33年に卒去され，訳稿は永く僅底に埋も
れていた。縁あって昭和 43年に私が依頼を受けて，そ
の遺業を完成することとなった。補訳とはいえ，用字行
文を現代人に親しくするためには一々原文に当たること
を要し，ほとんど改訳に近い努力を傾けて事に当った。
出版は同教授門下会たる明徳会の事業であるが，出版書
庖では引受けてくれず，同会の自費出版の途に踏切った
が，大体各巻を連続しての出版が可能の程度の反応を見
ている。
この医学は I種の体液生(病)理学である。この体液
に当るものは Vayu(風)， Pitta (胆汁)， Kapha (粘
液)であって各別の導管によって身体を流通する。生理
学的には現代語でいって，風は神経作用，胆汁は代謝燃
焼作用，粘液は湿潤鎮静作用であるo この 3者の均衡に
よって健常の生理が保たれる。その意味にて 3の要素 
(Dhatu)であるが，それらが失調し，悪化すると病素 
(Dosha)となって種々の病因をなす。そして最後には
排池物としてのガス，胆汁，粘液となるのである。失調，
悪化して病因をなすのは上の 3者以外に血液も然りであ
る。そしてその 4者は各単独に，またはその 2，また 3，
さらに 4者が共同して悪化し得，また同様の仕方で身体
中に拡大し得る。かくて病因は無数に多くなり，その際
に悪化した病素を緩和，鎮静することによって，治療を
期し得るのである。健康にでも病気に対しでも，食物は
薬剤と同様に重く扱う。その材料たる食品や薬物(大部
分は熱帯の豊富な植物相より仰ぐ)の一々には，それぞ
れ上記病素のおのおのを悪化，増加，または緩和，減少
せしめる意味の内力が定められ，それを顧みてその一定
数(時に多数)を処方，投与することにより，治療を施
すのである。
